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1. はじめに 

 尼崎運河、神戸港、須磨海岸の 3地点の環境の違

い(図 1、表 1)が生物群集に与える影響を調べるた

め、プランクトンの観察・比較を行った。 

 
図 1採集地点全体図   表 1採集地点の環境 

2.方法 

 月一回程度プランクトンネット(NXX13、目合い

100μm)で採集した。採集したサンプルは 10％ホル

マリンで固定、24時間以上あとに 75％エタノール

で置換し、2回ずつ文献を参考に同定し(末友 

2013、山路 1984)、プランクトン計数板で 100μl

中の個体数を調べた。クラスター解析(柳井 2022)

によって種の仲間分けを試みた。 

3.結果と考察 

 33種のプランクトンが観察された(表 2)。 

10個体以上出現した 14種を重要種とした。 

3地点では異なるプランクトン相を構成した。 

表 2 33種のプランクトン出現個体数 

 
 須磨海岸では 24 種の仲間が確認された。4回中 3

回で全体の 50%以上をヤコウチュウが占めている。 

 神戸港では 25 種の仲間が確認された。個体数割

合の高い種にばらつきがあった。 

 尼崎運河で確認されたのは 8種で他の 3分の 1以

下だった。淡水にすむトゲワムシが確認された。 

 重要種を出現個体数によりクラスター解析を用

いて A,B,C,D グループに分けることができた(図 2)。

各 グループは出現率が高かった地点で分けられ、A

は神戸港、C は須磨海岸、D は尼崎運河で出現率が

高く、B は A と C の間のような値をとっているグル

ープであると推測された(図 3)。 

 
図 2 重要種のクラスター解析結果 

 
図 3 重要種の出現率と 4グループの仲間分け 

1. 方法 

尼崎運河の海水をプランクトンネット(NXX13、目

合い 100μm)でろ過し、1%ホルマリンで固定した

ものをさらにプランクトンネット(ニッタル HC-

15、目合い 15μm)でろ過・水洗を行い、プランク

トン計数板に入れ光学顕微鏡を用いて観察、同定

をおこなった。ろ物を 75%エタノールで置換、

100%エタノールで置換、tert-ブタノールで置換

を 2回ずつ行い、冷凍したものを昇華させ、走査

型電子顕微鏡を用いて同定・観察を行った。 

２．結果 

プランクトンネット(NXX13、目会い 100㎛)で確認

できなかった植物プランクトンを観察することが

できた。海水性の植物プランクトンと淡水性の植

物プランクトンが確認された。 

３．考察 

淡水性の植物プランクトンが多く確認できたのは

尼崎運河が汽水域のためだと考えられた。 
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須磨 神戸港 尼崎運河

平均塩分濃度 2.2％ 1.9％ 1.0％
波当たり 強 中 無
底質 砂 砂 ヘドロ
潮通し 強 弱 無
水深 約５ｍ 約５ｍ 約３ｍ

5/2 6/7 7/10 7/30 4/25 5/30 7/10 7/30 3/17 6/13 7/16 8/1
ホソツノモ 0 0 0 0 0 0 0 0.5 0 0 0 0
フタマタツノモ 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0
ヤコウチュウ 56 28.5 610 0 0 0.5 470 0 0 0 0 0
ユミツノモ 0 0 0 0.5 0 0 0 0.5 0 0 0 0
ニチリンケイソウ 0 0 0 1.5 0 0 0 1 0 0 0 0
ホシガタケイソウ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
フナガタケイソウ 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0
コアミケイソウ 6.5 1 10 8.5 10 1 0 49.5 0 0 0 0
ツツガタケイソウ 1.5 0 0 0 0.5 0 0 0 0 0 0 0
オリジャクケイソウ 0 0 0 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0
ヒメツツガタケイソウ 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0
Melosiraの仲間 0 0 0 0 3.5 0 0 0 0 0 0 0

原生動物 繊毛虫類 オオビンガタカラムシ 9 0 0 0.5 4 4 0 0 0 0 0 0
刺胞動物 ヒドロクラゲ類 オベリアクラゲの仲間 0 0 0 0 0.5 0 0 0 0 0 0 0
環形動物 ゴカイ類 ネクトケータ幼生 3 4 0 0 22 2.5 0 1 1 1.5 0 0
節足動物 枝角類 トゲナシエボシミジンコ 0 0 30 0 0.5 0.5 55 6 0 0 0 0
節足動物 枝角類 ウスカワミジンコ 0 0 0 2 0 0 0 29 0 0 0 0
節足動物 枝角類 コウミオオメミジンコ 0 0 0 0 0.5 0 10 0 0.5 0 0 0
節足動物 カイアシ類 ケンミジンコ 4 0 10 0 2.5 0 15 6 0 1.5 1 3
節足動物 カイアシ類 オヨギソコミジンコ 0 0.5 0 9.5 0 0 0 0 0 0 0 0
節足動物 カイアシ類 ツブムシ 0 0 0 0 0.5 0 5 0 0 0 0 0
節足動物 カイアシ類 ノープリウス幼生 1 0 10 0 2 0 0 0 1 0 13.5 68
節足動物 カイアシ類 ヒゲミジンコ 2 1 5 0 2.5 0.5 45 35.5 8.5 4 27.5 84
節足動物 フジツボ類 キプリス幼生 0 0 0 0 0 0 0 1.5 0 0 0 0
節足動物 フジツボ類 ノープリウス幼生 0 14.5 0 2.5 4.5 1 0 11.5 0 59 0.5 1.5
輪形動物 ワムシ類 ヒトツユビフサワムシ 0 0 0 0 3 0 5 0 0 0 0 0
輪形動物 ワムシ類 トゲワムシ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 56
箒虫動物 ホウキムシ類 アクチノトロカ幼生 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0
軟体動物 二枚貝 D型幼生 0.5 0.5 5 0.5 0 0 0 1.5 0 9.5 0 2
棘皮動物 棘皮動物 エキノプルテウス幼生 0 0 0 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0
棘皮動物 棘皮動物 オーリキュラリア幼生 0 0 0 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0
原索動物 オタマボヤ類 オタマボヤの仲間 2.5 0 75 0.5 1 2 0 0 0 0 0 0
原索動物 ホヤ類 オタマジャクシ型幼生 0.5 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
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渦鞭毛藻類
渦鞭毛藻類
渦鞭毛藻類
渦鞭毛藻類
珪藻類
珪藻類
珪藻類
珪藻類
珪藻類
珪藻類
珪藻類
珪藻類

神戸港 尼崎運河

オ
オ
ビ
ン
ガ
タ

カ
ラ
ム
シ

ヒ
ゲ
ミ
ジ
ン
コ

ヤ
コ
ウ
チ
ュ
ウ

コ
ウ
ミ
オ
オ
メ

ミ
ジ
ン
コ

D
型
幼
生

カ
イ
ア
シ
類
の

ノ
ー
プ
リ
ウ
ス
幼
生

ト
ゲ
ワ
ム
シ

フ
ジ
ツ
ボ
類
の

ノ
ー
プ
リ
ウ
ス
幼
生

オ
タ
マ
ボ
ヤ
の
仲
間

コ
ア
ミ
ケ
イ
ソ
ウ

ト
ゲ
ナ
シ
エ
ボ
シ

ミ
ジ
ン
コ

ネ
ク
ト
ケ
ー
タ
幼
生

ウ
ス
カ
ワ
ミ
ジ
ン
コ

ケ
ン
ミ
ジ
ン
コ


